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24年度予算6会計を可決

ケブ麻ットワーク基盤整備事業費は23億 7千万円

介護保険料基準額を値上げ 03月補正予算
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議員定数は20人に       18p委員会審査結果報告

人事案件 。意見書 0決議

千手小学校入学式

新しい仲間が増えました
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総額 405億 17,810万 7千円

A詈

275億
(前年度比

【歳入】
|≡■慟 脚

□一般
==ロ

十□□□□□□

6ヮ 421万 3千円
29候雪6,045ア32二F円 1曽 /)

市税

負担金・手数料等

繰入金

地方交付税

国・県補助等

市債

その他

自主財源 (本市独自の収入)・ ・・・・・ 43億819万 円 (15.6%ゝ )

依存財源 (他に頼つた収入)・ ・・232億 5,602万 3千 円 (84.4%/)

【歳出】

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費 (借金返済)

その他

112億5,804万 2千円

117億9,365万2千円

27億 6,048万 7千円

9億 1,901万 9千円

2億3,510万 1千円

3億9,358万 3千円

42億 1,632万 9千 円

7億 1,331万 2千円

2億3,056万 5千円

41億3,891万 5千円

18億8,774万 2千円

7億489万 6千円

11億8,708万 3千円

8億774万 9千円

34億 2,179万7千円

28億 6,682万 円

5億2,499万 4千円

義務的経費

投資的経費

そ の 他

(人件費など最低限必要な経費)・ ・・

(事業費など投資する経費)・ ・・・・

(施設の維持管理などの経費)・ ・・・

147億 441万 2千 円

46億 7,628万 7千 円

81億 8,651万 4千 円

(53.3%ヽ )

(17.0%/)
(29.7%ヽ )

議会だより かまし(24号 )



□国 民健康保 険特別会計□□□□
55億 4,569万 9干 円

(前年度比 1億 2,4η 3万 円減 )ゝ

□□□□後期高齢者医療特層u会計□

1勝

●
｀

6億 口,793万 6干円
(前 年度比 ¬,127万 2干円増/)

□介 護 保険特層U会計□□□□
56億 7,205万 7干 円
(前年度比 7,240万 4千円増/)

□□□住宅新築資金等貸付糊陰計□
2,634万 了干円
(前年度比 1,190万 円減 )ゝ

□水道事業会計□□□□
11億 5,193万 5干円

(前年度 Lヒ 2,625万 円減 )ゝ

鴨生地区水害対策事業 (約 1億 2′ 700万円)

ケーブルネットワーク整備事業 (約 20億円)

嘉穂地区小学校統合施設建設事業 (約 12億 9′ 600万円)

議会だよりかまし(24号 )

戸倉・柳原堰災害復 1日 事業 (約 3億円)



平
成
２４
年
度

一
般
会
計

予
算
の
う
ち
、
ケ
ー
ブ
ル

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
整
備

事
業
費
に
つ
い
て
、
意
見

が
集
中
し
ま
し
た
。

事
業
の
内
容

現
在
、
山
田
地
区
全
域

と

一
部
の
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
市
内

全
域
に
拡
張
す
る
も
の
で

す
。

見
込
ま
れ
る
効
果

○
　
事
業
の
収
支
改
善
。

〇
　
一局
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
が
低
額
で
可

能
。

○
　
小
中
学
校
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ

回
線
を
利
用
せ
ず
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
授
業
が

可
能
。

○
　
携
帯
電
話
の
不
感
地

帯
の
解
消
。

○
　
独
居
老
人
の
安
否
確

認

・
医
療
施
設
と
の
連

携
等
、
様
々
な
分
野
で

の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

○
　
企
業
の
誘
致
に
有
利

な
条
件
と
な
る
。

○
　
市
民
の
様
々
な
趣
味

や
娯
楽
に
役
立
つ
。

○
　
自
主
放
送
で
行
政
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

配
信
で
き
る
。

○
　
難
視
聴
の
解
消
。

○
　
受
信
ア
ン
テ
ナ
の
管

理
が
不
要
。

○
　
有
料
広
告
収
入
が
見

込
ま
れ
る
。

○
　
市
内
電
気
店
等
の
活

性
化
。

予
算
特
別
委
員
会

で
の

主
な
質
疑

質
　
自
治
基
本
条
例
の
中

に
、
市
民
に
と

っ
て
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
政
策
を

決
定
す
る
場
合
は
、
市
民

に
意
見
を
求
め
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

饉
口　
自
治
基
本
条
例
で
は

言
わ
れ

る
と
お
り
だ

が
、

現
実
に
は
説
明
会
を
し
て

も
難
し
い
。
住
民
の
負
託

を
受
け
た
議
員
が
総
合
的

に
考
え
て
、
最
終
的
に
議

決
を
す

る

こ
と

に
な

る
。

可
決
さ
れ
れ
ば
、
自
治
基

本
条
例
に
基
づ
い
て
住
民

説
明
会
を
丁
寧
に
行
う
。

質
　
莫
大
な
更
改
費
が
か

か
る
が
、
市

の
財
政
は
も

つ
と

い
う
自
信

の
も
と

に

提
案
し
て
い
る
の
か
。

笙
口
　
情
報
が
な
け
れ
ば
嘉

麻
市
は

こ
の
ま
ま
衰
退
す

る
と
考
え

る
。
衰
退
す
る

こ
と
と

い
う

こ
と
は
、
財

政
が
下
降
線
を
た
ど

っ
て

い
く

こ
と
。
情
報
は
、
道

路
等
イ

ン
フ
ラ
と
全
く
同

じ
だ
。

質
　
△
口
併
特
例
債

の
対
象

事
業
と
し
て
２７
年
度
と

い

う

こ
と
で
急

い
で
い
る
の

か
。
２
年
間
市
民

に
説
明

を
し
、

２６
～
２７
年
度

の
工

事

で
間

に
合
う

の
で
は
な

し
ヵ

笙
口　
情
報
と

い
う

の
は

一

日
で
も
早

い
ほ
う
が

い
い
。

遅
れ
る
と
、
企
業

に
と

っ
て
も
住
民
に
と

っ
て
も
、

そ
れ
だ
け
不
利

に
な
る
。

質
　
事
業
収
支

で
加
入
者

を
増
や
せ
ば
基
本
料
金
も

安
く
な
る
と
言
わ
れ
る
が

そ
の
方
策
は
。

雲
口
　
こ
の
予
算
が
決
ま
れ

ば
、
丁
寧
な
説
明
を
住
民

の
皆
さ
ん
に
行

い
、
加
入

者
を
ふ
や
す
と

い
う

こ
と

を
考
え
て
い
る
。

（

附
帯
決
議
は
否
決

予
算
特
別
委
員
会
の
審

査
の
中
で
、
「嘉
麻
市
の
厳

し

い
財
政
状
況

の
中

で
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
手
法
、
管
理
運

営
方
法
な
ど
の
多
く
の
課

題
と
選
択
方
法

が
あ

り
、

検
討
が
先
送
り
に
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
嘉
麻
市
の

最
高
規
範
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
自
治
基
本
条
例

に
基
づ
く
政
策
の
立
案
過

程
か
ら
の
説
明
会
も
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
と
も

十
分
な
議
論
を
尽
く
す
必

要
が
あ
る
。
よ

っ
て
、
事

業
予
算
を
凍
結
し
、
総
合

的
な
見
直
し
を
求
め
る
。」

と
の
付
帯
決
議
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数

で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
主
な
討
論

○
情
報
基
盤
整
備
に
つ
い

て
は
、
嘉
麻
市
に
と

っ
て

は
必
要
な
こ
と
だ
が
、
運

営
方
法
、
方
式
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
な
ど
を
、
当
初
に

十
分
検
討
す
べ
き
だ
。

○
自
治
基
本
条
例
に
基
づ

く
政
策
の
立
案
過
程
に
お

い
て
、
市
民
説
明
会
な
ど

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
議
案
を
こ
の
ま
ま
認
め

る
こ
と
は
、
議
会
も
含
め

て
の
行
政
運
営
に
対
し
て

大
変
な
禍
根
を
残
す
こ
と

に
な
る
。
次
世
代
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
対
応
で
き
る
手

法
と
な

っ
て
い
な

い
。
将

来
的
な
財
政
負
担
に
不
安

が
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
課

題
が
先
送
り
さ
れ
て
お
り
、

情
報
基
盤
整
備
の
必
要
性

は
認
め
る
も
の
の
、
現
状

に
お
い
て
の
予
算
措
置
に

つ
い
て
は
反
対
だ
。

○
‐２
項
目
の
効
果
が
生
み

出
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
実
施
と
管
理
運
営
に
関

し
て
は
公
設
民
営
方
式
を

望
む
。

基
盤
整
備
は
光
で

本
会
議
で
は
、
本
事
業
の

主
た
る
目
的
及
び
多
様
に

変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
将
来
性
を
見

据

え

た
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方

式

（加
入
者
宅
ま
で
光
ケ
ー

ブ
ル
を
通
す
方
式
）
へ
転

換
す
る
こ
と
を
求
め
る
決

議
を
し
ま
し
た
。

議会だよりかまし(24号 )



所得段階 対 象 者
保険料

(月 符Э

第 1段階
生活保護受給者、市民税非課税世帯

で老齢福祉年金受給者
3,250円

第 2段階
市民税非課

税世帯

課税年金収入額と合計所得

金額の合算が80万 円以下
3,250円

第 3段階
課税年金収入額と合計所得

金額の合算が80万 円超え
4,875円

第4段階

市民税非課

税世帯かつ

本人非課税

課税年金収入額と合計所得

金額の合算が80万 円以下
5,915円

課税年金収入額と合計所得

金額の合算が80万 円超え
6,500円

第 5段階

市民税本人

課税

合計所得金額 125万 円未満 7,540円

第 6段階
合計所得金額

125万円以上190万 円未満
8,125円

第 7段階
合計所得金額

190万円以上400万円未満
9,750円

第 8段階 合計所得金額400万円以上 13,000円

基準額を値上げ

介
護
保
険
条
例

の

一
部

を
改
正

第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
３
年
間

（平
成
２４

年
度
～
２６
年
度
）
の
介
護

保
険
料
の
基
準
額
が
月
額

１
０
０
０
円
ア
ッ
プ

の
６

５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

各
所
得
段
階
の
介
護
保

険
料
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。

るか

の

は

導

を

を
改
正

一
部

個
々
の
学
力
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
生
活
指
導

や
学
習
指
導
が
で
き
る
教

育
環
境
の
整
備
を
行
う
た

め
、
小
中
学
校
の
全
学
年

１
学
級
を
３０
人
以
下
と
し

ま
す
。巾

清

徹

３０
人
　
　
　
３‐
人

↑

３
学
級

ヽ

イ

／

２０
人

２０
人

２‐
人

1学年 61人 の場合 (例 )

(改正後 )

3月 補正予算

6億204万 7千円

55億7,366万円

8,922万円

総額/5億 3,724万円減額の388億 61863万 7千円

5 議会だよりかまし(24号 )

総額 253億8,035万 3千円

一般会計補正の主なもの
(歳入 )

農業体質強化基盤整備促進事業費補助金

2,062万 5千円増

学校施設環境改善交付金  1,875万 8千円増

地域振興基金償還益金  6,140万 4千円増

県市町村振興協会市町村交付金   1億 円増

(歳出)

地域振興基金償還益金積立金

6,140万 4千円増

かんがい施設施設改修工事  3,750万 円増

総額 60億5,657万 2千円

総額  11億 6,678万 5千円

かんがい施設改修工事 (嘉穂芥田地区)



定例会中に開催 された委員会の審

査や活動を報告 します。

総務財政委員会
艤

一

撤

¨
田中副委員長  田中委員

赤問委員   宮原委員

ケ
ー
ブ

ル
ネ

ツ
ト
ワ

ー
ク
施
設
条
例

の
制

定
本
案
は
、
市
民
、
産
業
、

行
政
等

の
嘉
麻
市

に
関
わ

る
す

べ
て
の
者
が
情
報
化

の
恩
恵
を
最
大
限
に
享
受

で
き
る
体
制

の
整
備
を
図

る
こ
と

に
よ
り
、
市
民

の

生
活
環
境

の
向
上
及
び
福

祉

の
増
進

に
資
す
る
た
め
、

ケ
ー
ブ

ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
を
設
置
す
る
も
の
で
、

昨
年
１２
月
定
例
会

で
提
案

さ
れ
、
住
民
説
明
会

の
経

過
や
ケ
ー
ブ

ル
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
全
市
拡
張

の
事
業
予

算

の
動
向
を
踏
ま
え
、
委

員
会
と
し
て
結
論
を
出
す

必
要
が
あ
る
と

い
う

こ
と

で
、
継
続
審
査
と
な

っ
て

い
ま
し
た
。

よ
、

全
市

組
み

環
境

が
整
わ
な
か

っ
た
ら
、
今

現
在
実
施
し
て
い
る
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
止
め

る
考
え
は
あ
る
の
か
と
の

質
問
に
対
し
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
を
止
め
る
気

持
ち
も
な

い
し
、
全
市
拡

張
と

い
う
気
持
ち
も
変

っ

て
い
な

い
の
で
、
平
成
２４

年
度
当
初
予
算

に
事
業
予

算
を
計
上
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。

財
源
と
し
て
は
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
な
け
れ

ば
特
段

の
補
助
金
等
は
見

当
た
ら
な

い
状
況
も
あ
り
、

今
後
、
そ
の
方
策

に
つ
い

て
は
考
え

て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な

い
と
思

っ
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。委

員
か
ら
は
基
本
料
金

を
有
料
化
し
、
受
益
者
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
だ
と
思
う
が
加
入

が
任
意
と
な
る
た
め
、
将

来
的

に
基
本
料
金
が
月
額

１
０
０
０
円
で
対
応

で
き

る
の
か
と

い
う

こ
と
も
検

討
し
て
も
ら

い
た

い
と

い

う
意
見
な
ど
、
多
く

の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

基本料金設定は

十分検討 を

た 拡 ¬
い 張 環 委Lに

境 員
と 向 が よ
言 け 整 り
う て え

｀

が 取 ば 市｀
り ｀

長

岩永委員

議会だより かまし(24号 )



（
闘
呻
甕
ψ
疇

（
鳳
『
ｕ
″
鞣

勧
雌
酬
険
条
例
の

一
部

（条
例
の
内
容
に
つ
い
て

は
５
ぺ
―
ジ
に
記
載
）

本
案
は
、
平
成
２４
年
度

か
ら
平
成
２６
年
度
ま

で
の

第
５
期
計
画
、
３
年
間

の

保
険
料
基
準
額
を
現
行

の

月
額
５
５
０
０
円
か
ら
１

０
０
０
円
増

の
月
額
６
５

０
０
円
と
す
る
た
め
提
案

さ
れ
た
も

の
で
す
。

委
員
よ
り
、
今
回
の
引

き
上
げ
額
は
全
国
的

に
見

て
も
高
く
、
国
民
健
康
保

険

の
次
は
介
護
保
険
と
引

き
上
げ
が
続

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
中

で
政
治
的

に
取
り
組
む
考

え
は
あ
る
か
と

の
質
問

に

対
し
、
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険

の
値
上
げ

に
つ

い
て
は
、
本
当

に
申
し
訳

い」呻菫ψ崚　　　　　　　鰈

Ｏ
崚繊
呻

嘉麻市独 自の政策 を

な

い
と
思
う
が
、
嘉
麻
市

の
財
政
状
況
も
あ
る
し
、

何
よ
り
国
策

で
、
１
自
治

体
が
対
応

で
き
る
問
題

で

は
な

い
と
考
え

て
い
る
の

で
、
市
長
会
等

で
国

に
対

し
て
働
き
か
け
て
い
き
た

い
旨

の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。委

員
か
ら
は
、
嘉
麻
市

の
人
口
は
、
国
勢
調
査

ご

と

に
２
０
０
０
人
、
３
０

０
０
人
と
減

っ
て
い
る
。

嘉
麻
市
は
、
国
保
税
も

高

い
、
介
護
保
険
料
も
高

い
と
な
る
と
、
公
共
料
金

の
安

い
と

こ
ろ
に
行

こ
う

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

国

・
県
の
方
針
じ

ゃ
な
く
、

嘉
麻
市
独
自

の
あ
り
方
を

見

つ
め
直
し
て
欲
し

い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

民生文教委員会

嶋田委員長

永水委員

産業建設委員会鴨
田上委員

公
園
及
び
児
童
遊
園
条

例
の

一
部
を
改
正

本
案
は
、
稲
築
岩
崎
児

童
遊
園

に
お
け
る
利
用
者

の
減
少
等

に
伴

い
、
当
該

児
童
遊
園
を
廃
止
す
る
た

め
提
出
さ
れ
た
も

の
で
あ

り
ま
す
。

執
行
部
よ
り
、
稲
築
岩

崎
児
童
遊
園
に
つ
い
て
は
、

西

岩

崎

行

政

区

よ

り

、

「西
岩
崎
行
政
区
で
は
高

齢
化
が
進
む
中
、
年

々
児

童
数
が
減
少
し
て
お
り
、

こ
の
児
童
遊
園
を
利
用
す

る
児
童
が
い
な

い
。

ま
た
、
地
域

の
環
境
整

備
や
危
険
防
止

の
た
め
行

政
区

で
草
刈
を
行

っ
て
い

る
が
、
そ
の
草
刈

に
追
わ

れ
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、

こ
の
児
童
遊

園

の
位
置
は
、
教
育
機
関

や
金
融
機
関
な
ど
生
活
環

中（”『】一″疇］“一地児っ一̈̈
一̈叫

い
し
て
い
た
だ
き
、
若

い

人

に
住
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
、
地
域

の
発
展
や
活
性

化

に
つ
な
が
る
と
期
待
す

る
」
と

い
う
地
元
行
政
区

か
ら
の
要
望
も
あ

っ
た
た

め
、
今
回
、
当
該
児
童
遊

園
を
廃
止
し
、

こ
の
土
地

を
普
通
財
産

に
移
行
す
る

も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

宅地化で

地域の活性化 を図る鬱
山倉委員

廣方委員

吉永委員

稲築岩崎児童遊園
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固
定
資
産
評
価
審
査
会

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
全
会

一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

【再
任
】

永

富

健

一
一
氏

（稲
築
）

【新
任
】

和

田

　

怜

氏

（飯
塚
）

中

嶋

千

鶴

氏

（碓
井
）

嘉
麻
市
及
び
ふ
く
お
か

県
央
環
境
施
設
組
合
公
平

委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
次
の

方
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
全
会

一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

松

隈

霊
口
之

氏

（碓
井
）

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
全
会

一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

伊

藤

美

哉

子

氏

（嘉
穂
）

年
金
受
給
資
格
期

間
の
短
縮
を
求
め
る

」思
日”
塁
日

無
年
金
者
を
多
く
し
て

い
る
原
因
と
な

っ
て
い
る

２５
年
と
い
う
長
い
受
給
資

格
期
間
を
１０
年

へ
短
縮
す

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で

す
。（全

会

一
致

・
可
決
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
見
直
し
に
対
す

る
意
見
書

未
曽
有
の
福
島
原
発
事

故
に
よ
り
、
原
子
力
発
電

か
ら
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ

の
転
換
と
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る

声
が
拡
が
る
中
で
、
次
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

お
い
て
は
、
原
発
の
全
廃

を
明
確
に
し
、
自
然

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
飛
躍
さ
せ
、
分

散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

構
築
す
る
こ
と
な
ど
、
６

項
目
の
実
現
を
国
に
求
め

る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

「武
器
輸
出
禁
止
三

原
則
』
の
法
制
化
を

求
め
る
意
見
書

国
際
社
会
か
ら
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
た
め
に

も
、
武
器
輸
出
禁
止
三
原

則
の
法
制
化
を
早
急
に
実

現
す
る
こ
と
を
国
に
求
め

る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

人事案件

意見書

情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
手
法
に
関
す
る
決

議
情
報
基
盤
整
備
事
業
に

お
い
て
は
、
多
様
に
変
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

手
法
を
見
直
し
、
現
在
の

Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式

（加
入
者
宅

ま
で
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
で
つ

な
ぐ
）
で
は
な
く
、
将
来

性
を
見
据
え
た
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

方
式

（加
入
者
宅
ま
で
光

ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぐ
）

ヘ

転
換
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
も
の
で
す
。

（賛
成
多
数

・
可
決
）

簡
素
で
効
率
的
な
行

政
組
織
の
推
進
を
求

め
る
決
議

嘉
麻
市
の
行
政
組
織
の

編
成
に
当
た

っ
て
は
、
類

似
団
体
等
の
標
準
的
な
組

織
構
成
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

身
の
丈
に
あ

っ
た
、
よ
り

効
率
性
を
追
求
し
た
簡
素

な
組
織
と
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

平
成
２４
年
度
嘉
麻

市

一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
付
帯
決
議

ケ
ー
ブ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

基
盤
整
備
事
業
の
執
行
に

あ
た

っ
て
は
、
市
民

へ
の

加
入
調
査
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
検
討
や
協
議
体
の
設

置
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
の
検

討
、
民
間
活
力

の
活
用
、

競
争
の
原
理
を
働
か
せ
る

こ
と
、
行
財
政
改
革
の
重

荷
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

（賛
成
少
数

・
否
決
）
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議案の結果一覧 (3月 定倒会 )

各委 員会 で審査 され た議 案を本会議 で採決 した結 果

〇・

△
・

*,

全会一致

賛成多数

討論あり

議案第48号  ケーブルネットワークの基本サービスの利用について、有料化に向けて段階措置を講ずる

″第49号  放送法に基づき、放送番組の適正を図るため自主放送番組審議会を設置する

″第 3号  行政評価の客観性と透明性を確保するため、外部評価委員会を設置する

″第 4号  行政改革推進審議会の委員会構成を明確にするとともに、任期の見直しを行う

″第 10号  法令が施行されたことに伴い、消防団員等公務災害補償条例を整備する

議案第 5号  法令が一部改正されたことに伴い、重度障がい者医療費の支給に関する条例等を整備する

″第 6号  24年度～26年度の介護保険料基準額を月額51500円 から6,500円 に引き上ιずる

″第 11号  少人数指導を強化し、小中学校全学年の学級編成を30人以下学級とする

″第 12号  嘉穂小学校開校準備審議会の所掌事務を具体的に特定する

″第 13号  法改正に伴い、公民館運営審議会委員の委嘱基準を定める

″第 14号  法改正に伴い、図書館運営審議会委員の委嘱基準を定める

″第 19号  法改正に伴い、′S、 くおか県央環境施設組合規約を改正する

議案第 7号  農業施設災害復旧事業の対象に林地崩壊防止事業及び福岡県単独治山事業を追加する

″第 8号  市営住宅の老朽化等による用途廃止に伴い、条例の所要の改正を行う

″第 9号  利用者の減少に伴い、稲築岩崎児童遊園を廃止する

議案第20号  平成23年度 一般会計補正予算 (第 5号 )

″第21号  平成23年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 (第 1号 )

″第22号  平成23年度 介護保険事業特別会計補正予算 (第 3号 )

″第23号  平成23年度 水道事業会計補正予算 (第 2号 )

″第24号  平成24年度 一般会計予算

″第25号  平成24年度 国民健康保険事業特別会計予算

″第26号  平成24年度 後期高齢者医療特別会計予算

″第27号  平成24年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

″第28号  平成24年度 介護保険事業特別会計予算

″第29号  平成24年度 水道事業会計予算

議員提出議案第1号  次回の―般選挙から議員定数を20名 とする
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イ¬
Ｄ
ル

ー

山 本  幹 雄  議 員
市道の舗装状況について

田 中 日 本 明  議 員
施政方針について

森    裕 治  議 員
嘉麻市の林務行政について

藤   伸 一
保健行政について

議 員

中 村  春 夫  議 員
健康づくり事業について

赤 間  幸 弘  議 員
平成24年度施政方針について

浦 田  吉 彦  議 員
山がお金になる

田 淵 千 恵 子
教育行政について

議 員

岩 永  利 勝  議 員
鴨生、樋渡地区の豪雨対策について

山 倉  敏 明  議員
施政方針について

田 上  孝 樹  議 員
学校のアレルギー疾患のガイドライン

について

田 中  義 幸  議 員
デジタルSTBの指名競争入札につい
て間う

宮 原   由 光  議 員
熊ヶ畑地区の産廃処理施設の拡張計画

について

1lP

12P

13P

14P

15P

16P

1lP

12P

13P

14P

15P

16P

17P
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山 本 幹 雄 議 員

市道の舗装状況について

間.嘉穂地区の道路舗装について
どう考えているのか

答。必要な個所については

当然舗装をして行く

質
　
市
道

の
総
延
長
と
舗

装
延
長
、
舗
装
率
及
び
各

地
区

の
舗
装
率
と
未
舗
装

延
長
は
ど
う
な

っ
て
い
る

か
。

山
口
土
木
課
長
　
市
道
総

延
長
は
５‐
万
４
９
１
ｌ

ｍ
、

舗
装
延
長
は
４５
万
８
６
４

６

ｍ
舗

装

率

は

８９

％
だ

ｏ

各
地
区
別
舗
装
率
と
未
舗

装

は

、

山

田
地

区

９‐

％

、

未
舗
装

７
０
６
４

ｍ
、
稲

築
地
区
９９
％
未
舗
装
６
８

３

ｍ
、
碓
井
地
区
９８
％
未

舗
装
２
３
５
６

ｍ
、
嘉
穂

地
区
７８
％
未
舗
装
４
万
６

１
６
２

ｍ
だ
。

質
　
舗
装
率
が
悪
く
、
未

舗
装
延
長
が
最
も
長

い
嘉

穂
地
区
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

土
木
課
長
　
舗
装
率
だ
け

を
重
視
す

る

の
で
な
く
、

必
要
と
さ
れ
る
未
舗
装
道

路
で
あ
れ
ば
当
然
舗
装
を

し
て
行
く
。

松
岡
市
長
　
〈
７
後
十
分
精

査
し
、
必
要
な
道
路
に
つ

い
て
は
舗
装
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

財
源
確
保
に
つ
い
て

質
　
３
年
前
、
県
内
６０
自

治
体
の
う
ち
、
嘉
麻
市
の

財
政
力
指
数
は
５５
番
目
の

０

．
２７
で
ヽ
田
川
市
は
４５

番

目

の
Ｏ

。
４

だ

っ
た

。

現
在

の
指
数
は

い
く
ら
か
、

ま
た
田
川
市
並
み
に
な

る

た
め

に
は

い
く
ら
財
源
が

不
足
な

の
か
。

中
嶋
財
政
課
長
　
平
成
２２

年

度

の
財

政

力

指

数

は

０

．
２６
だ
ｏ
田
川
市
並
み

に
は
約

１５
億
円
不
足
し
て

い
る
。

質
　
現
有
資
産

で
売
却
予

定
住
宅
地

の
区
画
数
と
金

額
な
ら
び
に
税
収
は

い
く

ら
か
。

財
政
課
長
　
４０
区
画

で
約

２
億
１
千
万
円
だ
。

川
崎
税
務
課
長
　
税
収
は
、

軽

減

税

後

全

部

で

約

６
１
５
万
円
だ
。

質
　
田
川
市
並
み
に
な
る

に
は
漆
生
工
業
団
地

（企

業
８
社
）
が
い
く

つ
必
要

か
。

税
務
課
長
　
数
十
団
地
必

要
だ
。

質
　
企
業
誘
致
の
現
状
は
。

松
岡
産
業
振
興
課
長
　
現

在
譲
渡
出
来
る
工
業
団
地

は
な

い
、
し
か
し
市
内
誘

致
企
業
の
推
進
及
び
雇
用

の
促
進
に
努
め
た
い
。

質
　
財
源
不
足
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長
　
税
収
を
ど

の
よ
う

に
増

や
し
て
い
く
か
が
大

き
な
課
題
、
今
後
活
性
化

の
為

い
ろ
ん
な
施
策
を
展

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

山本議員

嘉穂地区市道

田 淵 千 恵 子 議 員

教育行政について

間.嘉穂小学校通学対策は

答。通学バスは市バスの活用を

検討し、通学路の整備は

準備委員会の意見を尊重する

質
　
児
童
の
通
学
バ
ス
に

つ
い
て
は
新
規
購
入
す
る

の
で
な
く
、
現
在
嘉
穂
地

区
中
心
に
運
行
さ
れ
て
い

る
市
バ
ス
の
運
用
を
願
う
。

な
ぜ
な
ら
市
バ
ス
の
利
用

者
は
ご
く
少
数
。
登
校
時

間
帯
や
下
校
時
間
帯
で
す

ら
利
用
が
少
な
い
の
が
現

実
で
あ
る
。

秋
吉
教
育
部
次
長
　
教
育

委
員
会
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
専
用
と
し
て
購
入
し
た

場
合
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

し

て
し
か
使
え
な

い
が
、

仮
に
市
バ
ス
の
利
活
用
と

す
れ
ば
活
用
の
幅
が
広
く

な
る
。
様
々
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
が
、
今
後
総
務
課
と

協
議
を
し
な
が
ら
市
バ
ス

の
利
活
用
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
　
徒
歩
通
学
児
童
に
対

す
る
通
学
対
策
の
展
望
は
。

教
育
部
次
長
　
小
学
校
区

ご
と
に
行
政
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
含
め
た
通
学
対
策
準
備

委
員
会
を
開
催
し
、
通
学

路
の
決
定
や
歩
道

・
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
な
ど
の

意
見
の
取
り
ま
と
め
を
し

て
い
る
。
特
に
安
心
安
全

の
観
点
に
た
ち
、
街
灯
等

の
設
置
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

質
　
通
学
費
用
の
保
護
者

負
担
に
つ
い
て
は
。

木
本
学
校
教
育
課
長
　
公

費
負
担
は
、
現
在
バ
ス
通

学
の
稲
築
西
小
学
校
の
１

１
４
名
に
全
額
補
助
と
嘉

穂
中
学
３
名
に
２
割
補
助

を
し
て
い
る
。
嘉
穂
中
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
２０
名
は
無

償
で
あ
り
、
新
設
嘉
穂
小

学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
も
公
費
負
担
と
な
る
。

質
　
中
学
の
自
転
車
通
学

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
過
去
嘉
穂
中
学
生
は

１
０
０
０
円
の
補
助
が
出

て
い
た
よ
う
に
思
う
が
。

学
校
教
育
課
長
　
２‐
年
度

ま

で
補
助
を

し

て

い
た
。

現
在
自
転
車
通
学
は
嘉
穂

中
１
７
７
名
、
山
田
中
１

０
０
名
、
稲
築
中
２
３
５

名

い
る
が
補
助
は
し
て
い

な
い
。

質
　
△口
併
後
の
行
政
の
格

差
が
ま
だ
ま
だ
残

っ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
を
。

松
岡
市
長
　
過
去
の
学
校

統
廃
合
の
時
点
で
の
約
束

事
と
か
ら
み
、
即
解
決
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い

が
格
差
の
無
い
も
の
に
し

て
い
く

こ
と
が
望
ま
し

い

と
考
え
る
。

※
そ
の
外
　
統
廃
合
後
の

跡
地
活
用
に

つ
い
て

・
嘉

麻
防
災
計
画
に

つ
い
て
質

問
を
し
ま
し
た
。

田淵議員

嘉穂市バス

11・ 議会だよりかまし(24号 )



田 中 日 本 明 議 員

施政方針について

間.子育て等にケーブル

テレビの活用を

答.情報基盤を活用する事で、
子育ても上手くいくと考える

質
　
嘉
麻
市
の
基
盤
づ
く

り
の
た
め
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
は
。

松
岡
市
長
　
市
民
が
主
人

公
の
市
政
と
福
祉
の
向
上

だ
。

質
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
拡

張
事
業
の
重
要
性
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
情
報
基
盤
の
整
備

は
道
路
と
同
じ
よ
う
に
捉

え
な
け
れ
ば
市
の
活
性
化

は
な

い
。
行
政
の
効
率
化
、

産
業
競
争
力
の
強
化
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

が
地
域
社
会
の
起
爆
剤
と

し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。

質
　
子
育
て
等
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、
事

業
を
展
開
し
て
い
く
事
は

嘉
麻
市
発
展
に
も
繋
が
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
情
報
基
盤
を
活
用

す
る
事
で
、
子
育
て
も
上

手
く
い
く
よ
う
に
な
る
し
、

交
流
の
場
も
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
。

意

見

　

（
加

入
者

宅
ま

で
）
光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設

す
れ
ば
、
企
業
や
医
療
関

係
の
対
応
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
市
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
起
爆
剤
に
な
る
と
思

つヽ
。

質
　
子
育
て
支
援
の
具
体

的
な
施
策
は
。

山
口
生
涯
学
習
課
長
　
将

来
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
養
成
研
修
の
ほ
か
、
子

育
て
に
不
安
を
持

つ
保
護

者
の
体
験
講
座
や
自
主
的

サ
ー
ク

ル
の
立
ち
上
げ
、

子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

へ
の
支
援
を
し
て
い

２つ
。

質
　
安
心
し
て
産
み
育

て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
推
進
の
内
容
は
。

子
ど
も
育
成
課
長
　
保
護

者
の
不
安
解
消
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

用
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
努
め
る
な
ど
だ
。

質
　
国
は
子
育
て
支
援
施

策
と
し
て
、
命
と
育
ち
を

大
切
に
す
る
、
困

っ
て
い

る
声
に
応
え
る
、
生
活
を

支
え
る
の
３
つ
を
掲
げ
て

い
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
地
域
で
安
心
し
て

産
み
育
て
ら
れ
る
取
り
組

み
、
育
成
支
援
の
為
の
社

会
づ
く
り
、
親
が
安
心
し

て
働
く
事
の
出
来
る
体
制

づ
く
り
等
に
取
組
ん
で
行

意
見
　
政
策
的
な
も
の
で
、

総
合
計
画
に
上
が

っ
て
い

る
も
の
は
、
言
葉
の
あ
や

で
な
く
、
確
実
に
実
施
出

来
る
も
の
か
ら
取
組
み
を

お
願
い
す
る
。

田中議員

岩 永 利 勝 議 員

鴨生、樋渡地区の豪雨対策について

間。総合的な計画状況に
ついて

答.平成27年度までに完成
したい

質
　
鴨
生
地
区
の
水
害
対

策
の
最
終
的
な
計
画
は
。

山
口
土
木
課
長
　
鴨
生
地

区
全
体
の
地
形
及
び
水
路

の
断
面
等
の
検
討
を
行

い
、

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
な

つ

き
の
横
に
３
万
５
千
ト

ン
の

調
整
池
を

つ
く
り
、
河
川

改
修
工
事
を
２
ヵ
所
検
討

し
て
い
る
。

質
　
河
川
改
修
の
場
所
は
。

土
木
課
長
　
鴨
生
回
交
差

点
の
ロ
ー
ソ
ン
よ
り
下
流

水
路
、
平
野
小
児
科
前
か

ら
パ
チ
ン
コ
店
の
裏
側
の

水
路
改
良
の
２
ヵ
所
だ
。

質
　
庄
内
側
か
ら
の
流
水

対
策
は
。

土
木
課
長
　
飯
塚
市
の
方

で
、
平
成
２４
年
度
当
初
予

算
で
約
３
千
万
円
が
計
上

さ
れ
、
用
地

買
収
を

し
、

調
整
池
を

つ
く
る
費
用
す

べ
て
飯
塚
市
で
負
担
す
る

こ
と
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

質
　
嘉
麻
市
、
飯
塚
市
の

計
画
が
完
成
す
る
の
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

土
木
課
長
　
平
成
２４
年
度

に
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
横

の
用
地
買
収
を
行

い
、
調

整
池
と
防
護
柵
設
置
工
事
、

平
成
２５
年
度
に
２
ヶ
所
の

水
路

工
事
を
行

い
た

い
。

平
成
２３
年
度
に
購
入
し
た

消
防
署
前
の
調
整
池
用
地

は
、
平
成
２７
年
ま
で
に
は

完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
　
樋
渡
地
区
の
水
害
対

策
は
、
国
土
交
通
省
に
要

望
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

土
木
課
長
　
国
土
交
通
省

で
は
、
遠
賀
川
の
浚
渫
を

計
画
し
て
い
る
。
下
流
か

ら
実
施
す
る
方
針
で
、
現

在
、
中
間
市

の
固
定
堰

の

改
修
、
直
方
市
、
小
竹
町

の
河
川
改
修
、
飯
塚
市
鯰

田
地
区

の
水
路
改
築

の
工

事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と

い
う

こ
と
な

の
で
、
市
と

し
て
は
下
流
域

の
工
事

の

早
期
竣
工
と
上
流
域

の
浚

渫
を
今
後
も
続
け
て
要
望

し
て
い
く
。

※
　

こ
の
他

ス
ポ

ー
ツ
を

通
し
て
の
子
ど
も
た
ち
の

絆
を
深
め
る
質
問
も
し
ま

し
た
。

岩永議員

調整池用地 (スイミングプラザ横)
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裕 治 議 員

嘉麻市の林務行政について

間.森林の空間利用を

考えてみてはどうか ?

答.検討する価値は十分あると

思うし、研究したい。

質
　
嘉
麻
市
は
県
内

で
も

有
数

の
森
林
面
積
を
誇

っ

て
い
る
が
、
現
状

に

つ
い

て
お
尋
ね
し
た

い
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
森

林
面
積
は
７
６
６
０
ｈａ
で
、

人
工
林
が
５
８
５
２
ｈａ
で

あ

る
が
、
本
材
価
格

の
低

迷

や
、
後
継
者
不
足
な
ど

で
、
林
業
離
れ

に
な

っ
て

い
る
。

質
　
国

に
も
法
改
正
な
ど

で
、
本
材
自
給
率
５０
％
を

目
指
し
て
い
る
の
で
森
林

整
備
は
し

っ
か
り
や

っ
て

も
ら

い
た

い
。

農
林
整
備
課
長
　
県

が
、

平
成
２０
年
度
か
ら
森
林
環

境
税
を
導
入
し
、
荒
廃
森

林
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

質
　
森
林
は
、
経
済
面
で

は
確
か
に
厳
し
い
が
、　
一

方
で
自
然
環
境
に
寄
与
す

る
も
の
は
、
大
変
大
き
い

も

の
が
あ

る
。
そ

こ
で
、

森
林
の
空
間
利
用
を
考
え

て
み
て
は
ど
う
か
。

農
林
整
備
課
長
　
空
間
利

用
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら

れ
る
も
の
に
、
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
に

非
常

に
癒
し
の
効
果
な
ど

も
あ
る
。

質
　
本
当

に
森
林

に
は
多

様

な

機

能

が
あ

る

の

で
、

い
ろ
ん
な
事
を
考
え

て
み

て
は
ど
う
か
。

農
林
整
備
課
長
　
森
林
は

本
材
を
輩
出
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
水
源

の
涵
養
と

か
、

土

砂

災

害

の
防

止

、

そ
れ

か
ら
、

Ｃ
０
２
を

吸

収
し
て
酸
素
を
供
給
す
る

な
ど
た
く
さ
ん

の
公
営
的

な
機
能
が
あ
る
。
そ

の
ひ

と

つ
に
森
林
浴

の
癒
し
効

果
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
フ
イ
ン
ト
チ

ツ

ト
と
い
う
物
質
が
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
に
効
く
と
い
わ

れ
て
い
る
。
鳥
取
県
に
あ

る
大
山
の
フ
イ
ー
ル
ド
ア

ス
レ
チ

ッ
ク
は
、
す
べ
て

の
遊
具
が
自
然
木
で
作

っ

て
あ
る
。
こ
う
し
た
先
進

的
な
施
設

へ
の
調
査
研
究

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
　
市
の
財
産
で
あ
る
森

林
を
活
か
し
た
取
り
組
み

を
是
非
市
長
に
お
願
い
し

た
い
。

松
岡
市
長
　
検
討
、
研
究

す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る

と
思
う
。

※
　
他
に
、
青
少
年
の
育

成
、
特
に
放
課
後
の
有
効

利
用
に

つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

森議員

嘉穂地区森林

山 倉 敏 明 議 員

施政方針について

間.防犯灯.全市に無料という
ことはできないか

答.基本的にできない。

質
　
３

・
Ｈ
以
降
の
防
災

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

先
日
、
田
川
の
方
で
地
域

防
災
計
画
を
本
格
的
に
見

直
し
、

１０
月
に
は
目
標
設

定
す
る
と
の
こ
と
。
計
画

を
立
て
た
時
点
の
職
員
の

数

、
現
在

の
職
員

の
数

、

避
難
状
況
を
ど
う
配
置
し

て
い
く
の
か
の
問
題
か
ら

し
た
ら
、
か
な
り
変
化
が

出
て
き
て
い
る
。
早
く
県

の
意
向
を
察
知
し
て
、
防

災
計
画
の
見
直
し
を
や

っ

て
も
ら
い
た
い
が
。

松
本
総
務
課
長
　
△
二
百
わ

れ
た
よ
う
な
形
で
、
見
直

し
の
際
、
盛
り
込
ん
で
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

要
望
　
是
非
、
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
。

質
　
防
犯
灯

の
件
だ

が
、

稲
築
地
区
で
説
明
会
が
あ

っ
た
。
当
日
、
出
席
人
数

は
約
３０
名
弱
で
、
稲
築
地

区
の
人
口
比
か
ら
し
た
ら
、

本
当
に
わ
ず
か
だ
が
、
地

区
の
説
明
会
は
あ
れ
で
終

わ
り
か
。

総
務
課
長
　
説
明
会
は

一

応
終
わ
り
だ
が
、
地
元
管

理
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

行
政
区
、
隣
組
単
位
と

い

う

こ
と

に
な

る
の
で
、
後

は
そ

こ
そ

こ
の
行
政
区
長
、

連
合
会
も
当
然
だ
が
、
行

政
区

ご
と

に
区
長
と
隣
組

長
等

に
説
明
な
り
、
理
解

を

い
た
だ
く
た
め

の
話
は
、

当
然
も

っ
て
い
く

こ
と

に

な
る
。

質

　

防

犯

灯

に

つ

い
て
、

山
田
、
嘉
穂
、
碓
井
が
負

担
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
全
部
平
等

に
す
る
た

め
、
行
政

で
全
部
払

っ
て

は
と
話
し
た
が
、
市
長
は

出
来
か
ね
る
と
言
わ
れ
た
。

平
成
２４
年
度
予
算
の
中
で
、

適
当
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
が
、
時
間
外
勤
務
手
当
、

光
熱
水
費
、
草
刈
り
、
清

掃
関
係
を
検
討
、
節
約
の

上
、
防
犯
灯
を
全
市
で
無

料
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

松
岡
市
長
　
基
本
的
に
は

で
き
な

い
。
経
費
削
減
の

点
は
別
途
に
考
え
、
当
然

や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
思

っ
て

い
る
。

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
難
し
い
問
題
が
あ
る

が
、
今
後
も
住
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
を
求
め
、
対
応

し
て
い
き
た

い
。

山倉議員

防犯灯 (稲築地区 )
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伸 ― 議 員

保健行政について

間.高齢者の肺炎球菌ワクチンの

公費助成の取り組みは

答。今後の検討課題と考えている。

質
　
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
上
位
を
占
め
る
肺
炎
は
、

年
間
、
全
国
で
Ｈ
万
人
の

高
齢
者
の
方
が
亡
く
な

っ

て
い
る
実
態
が
あ
り
、
そ

の
予
防
方
法
と
し
て
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
に
対

す
る
担
当
課
の
認
識
は
。

中
村
健
康
課
長
　
肺
炎
球

菌
に
つ
い
て
は
、
肺
炎
の

原
因
と
な
る
病
原
体
の
中

で
、
最
も
頻
度
の
高

い
肺

炎
球
菌
を
担

っ
た
ワ
ク
チ

ン
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と

に
よ
り
、
肺
炎

に
罹
患
し
て
も
軽
症

で
済

み
、
抗
生
物
質
が
効
き
や

す
く
な
り
、
肺
炎

の
予
防

効
果
が
あ
る
と
、
認
識
し

て
い
る
。

質
　
公
費
助
成
を
行

っ
た

場
合
の
予
算
算
定
は
。

健
康
課
長
　
現
在

の
接
種

費
用
は
、
約
７
０
０
０
円

～
８
０
０
０
円
と
な

っ
て

お
り
、
７
０
０
０
円
と
仮

定
し
て
、
本
人
負
担
額
を

２
０
０
０
円
公
費
負
担
を

５
０
０
０
円
、
接
種
者
７

０
０
０
人

で
算
定
す
る
と
、

３
５
０
０
万
円
程
度
の
公

費
負
担
と
な
る
。

質
　
先
進
事
例
と
し

て
、

全
国
の
自
治
体
で
、
６
６

０
市
町
村
で
公
費
助
成
を

お
こ
な

っ
て
い
る
。
嘉
麻

市
で
も
高
齢
者
の
医
療
費

の
削
減

・
生
命

・
健
康
を

守

る
観
点

か
ら
、
是
非

、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助

成
の
取
り
組
み
を
要
望
し

て
お
く
。

松
岡
市
長
　
肺
炎
予
防
に

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
認
識

し
て
お
り
、
国
の
動
向
等

を
見
据
え
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
い
き
た

い
。

（胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
）

質
　
胃
が
ん
検
診

の
内
容

は
。

健
康
課
長
　
対
象
者
は
４０

歳
以
上

の
方

で
、

バ
リ
ウ

ム
液
を
飲
ん

で
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
を
行
う
検
診
を
実

施
し
て
い
る
。

質

　

最

近

の
研

究

で
は

、

胃

が

ん

の
原

因

と

し

て
、

９５
％
が
ピ

ロ
リ
菌

に
よ
る

感
染
症

で
あ
る
こ
と
が
発

表
さ
れ

て
お
り
、
検
診
項

目

に
ピ

ロ
リ
菌

の
有
無

の

検
診
を
取
り
入
れ
る
べ
き

と
、
考
え
る
が
。

市
長
　
調
査

し
た
上

で
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

※
他
に
農
業
政
策

・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

藤議員

田 上 孝 樹 議 員

学校のアレルギー疾患のガイドラインについて

間.アレJレギー疾患の実態と

取り組みについて

答。実態把握を入念に、一人ひとりの

児童にきめ細かな対応を確認

質
　
本
市
に
お
け
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
児
童
の
有

病
率
と
人
数
に
つ
い
て
伺

つヽ
。

木
本
学
校
教
育
課
長
　
小

中
学
生
合
わ
せ
て
、
気
管

支
ぜ
ん
そ
く
は
、

６
．
８
％
で

２
２
２
人
、
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎

は
２
．
４
％

で
７９
人
、

ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

は

‐４

・
８
％

で
４
８
７
人
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
４
％

で
１
２
６
人
、
ア
ナ
フ
イ

ラ
キ
シ
ー
は
、

０
・
２
％
で
８

人
、
延
べ
１
１
６
７
人
在

籍
し
て
い
る
。

質
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等

で
急
激
な
シ
ョ
ッ
ク
症
状
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
た
場

合
の
対
処
法
で
あ
る
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬

エ

ピ
ペ
ン
を
携
行
し
て
い
る

実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
課
長
　
本
市
で

は
、
内
服
薬
や
自
己
注
射

薬

エ
ピ
ペ
ン
を
携
行
し
て

い
る
児
童
生
徒
は
い
な
い
。

質
　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し

た
場
合
、
発
症
か
ら
３０
分

以
内
に
エ
ピ
ペ
ン
を
注
射

で
き
る
か
ど
う
か
で
生
死

を
分
け
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
学
校
で
の
対
応
に
つ

い
て
は
。

学
校
教
育
課
長
　
そ
の
よ

う
な
児
童
が
在
籍
し
て
い

る
学
校
で
は
、
緊
急
時
の

対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
教
職
員
間
の
応
援
体

制
づ
く
り
、　
一
時
救
命
措

置
、
救
急
車
の
要
請
目
安

等
に
つ
い
て
職
員
全
体
で

確
認
し
準
備
し
て
い
る
。

質
　
本
市
の
学
校
に
お
け

る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
課
長
　
１
点
目

に
保
護
者
と
の
面
談
、
場

合
に
よ

っ
て
は
主
治
医
に

専
門
的
な
知
識
、
対
処
の

仕
方
等
を
指
導
し
て
も
ら

い
、
実
態
把
握
を
入
念
に

し
て
い
る
。
２
点
目
に

一

人
ひ
と
り
の
児
童
に
き
め

細
か
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
全
職
員
で
そ
の
対
応

の
あ
り
方
に
つ
い
て
確
認

を
し
て
い
る
。

質
　
保
育
園
、
幼
稚
園
と

学
校
の
連
携
も
大
事
だ
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
保
育
所
等
も

連
携
を
し

っ
か
り
取

っ
て
、

こ
う

い

っ
た
子
ど
も
た
ち

に
対
応
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
生
き
生
き
と
学
校
生

活
が
送
れ
る
手
立

て
を
深

め
て
い
き
た

い
。

田上議員
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中 村 春 夫 議 員

健康づくり事業について

間.癌の早期発見を

答。各種実施しているが、

発見は100%ではない。

質
　
現
在
、
市
が
行

っ
て

い
る
癌
の
早
期
発
見
の
た

め
の
検
診
は
ど
う
な

っ
て

い
る
か
。

中
村
健
康
課
長
　
癌
検
診

に
つ
い
て
は
、
嘉
麻
市
は

医
療
検
診
機
関
に
委
託
し
、

肺
が
ん
検
診
は
胸
部

レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
、
胃
が
ん
に

つ
い
て
は
バ
リ
ウ
ム
を
飲

ん
で
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、

大
腸
癌
に
つ
い
て
は
便
の

潜
血
反
応
検
査
、
前
立
線

癌
は
、
採
決
に
よ
る
Ｐ
Ａ

Ｓ
検
査
、
子
宮
癌
は
子
宮

頸
部
の
細
胞
診
で
、
乳
癌

に
つ
い
て
は
、
視
触
診
と

マ
ン
モ
グ

ラ
フ
イ
ー
な
ど

に
よ

り

行

っ
て

い
る

が

、

発
見
は
す

べ
て
１
０
０
％

で
は
な

い
。

要
望
　
平
成
２‐
年
度
は
９７

名
、

２２
年
度
は
８６
名
、
要

精
密
検
査

の
結
果
が
出

て
、

５
名

の
癌

の
早
期
発
見

に

つ
な
が

っ
て
い
る
。
今
後

も
早
期
発
見

に
頑
張

っ
て

ほ
し
い
。

エ
コ
の
取
り
組
み
に

つ
い

て質
　
地
球

エ
コ
の
観
点
か

ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ

ャ
ッ
プ

の
回
収
に
つ
い
て

飯
塚
市
と
連
携
を
と
り
、

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
色
分
け
、
シ

ー
ル
な
ど
種
々
課
題
が
あ

る
の
で
検
討
す
る
。

環
境
行
政
に
つ
い
て

質
　
熊
ケ
畑
の
不
法
投
棄

ゴ
ミ
に
つ
い
て
進
展
は
。

平
嶋
環
境
課
長
　
未
だ
進

展
は
な
い
。

質
　
百
々
谷
産
廃
場
に
つ

い
て
県
の
回
答
は
。

環
境
課
長
　
昨
年
１２
月
２６

日
の
地
元
説
明
会
の
通
り
、

要
望
書
の
返
事
は
６
月
頃

に
な
る
と
の
こ
と
。

質
　
熊
ケ
畑
産
廃
場

に
つ

い
て
、
現
在
業
者
が
提
出

し
て
い
る
拡
張
申
請

に
つ

い
て
は
。

環
境
課
長
　
６
月
２‐
日

に

嘉
麻
市
と
し
て
の
意
見
書

を
提
出
し
て
以
来
、
現
在

審
査
会

で
審
査
中
と

い
う

事
で
何
の
報
告
も
な

い
。

質
　
残
容
量

に
つ
い
て
県

の
認
識
は
。

環
境
課
長
　
目
視

に
よ
る

確
認
を
し
て
い
る
が
、
ま

だ
オ
ー

バ
ー
は
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
。

質
　
市

の
立
ち
入
り
調
査

ま

。

環
境
課
長
　
確
認
し
た
と

こ
ろ
１２
月
の
立
ち
入
り
調

査
は
行

っ
て
い
な
い
。
今

後
引
き
続
き
行
う
予
定
。

中村議員

田 中 義 幸 議 員

デジタルSTBの指名競争入札について間う

間.わざと対応できない
状態で指名をかけたのか

答.1週間あった。

土日もやるべきだ。

質
　
平
成
２３
年
３
月
３‐
日

に
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
２
５

０
０
台
導
入
の
指
名
競
争

入
札
が
行
わ
れ
た
。
５
社

辞
退
、
１
社
欠
席
で
残
り

１
社
に
な

っ
た
の
で
、
指

名
競
争
入
札
を
中
止

し
、

予
定
価
格
の
９
９
．
８
７

５
％
で
●
●
リ
ー
ス
と
随

意
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
。

業
者
説
明
は
い
つ
か
。

中
嶋
財
政
課
長
　
２３
年
３

月
２５
日
だ
。

質

　

３
月

２６
ヽ

２７
日

は

土

・
日
で
、
実
際
に
動
け

る
の
は
２８
ヽ

２９
ヽ

３０
日
の

３
日
だ
。
特
記
仕
様
書
の

屋
内
配
線

工
事

１
、
２
、

３
、
４
は
ど
う
い
う
内
容

か
。

松
本
総
務
課
長
　
屋
内
設

置
工
事
だ
。
難
度
が
違
う

の
で
分
類
し
て
い
る
。

質
　
机
上
計
算
で
き
る
か
。

総
務
課
長
　
コ
ン
サ
ル
が

調
査
す
る
か
ら
で
き
る
。

質
　
現
場
を
見
な

い
と
積

算
が
出
せ
な

い
設
置
工
事

費
だ
。
現
説
が
３
月
２５
日

実
際
に
動
け
る
の
は
３
日

だ
。
リ
ー
ス
会
社
は
金
融

業
者
だ
。
電
工
に
下
請
さ

せ
、
現
場
を
確
認
し
て
か

ら
価
格
を
だ
す
。
３
日
で

は
対
応
で
き
な
い
。

総
務
課
長
　
調
査
す
る
時

間
は
あ

っ
た
と
思
う
。

質
　
指
名
さ
れ
た
会
社
に

確
認
取

っ
た
が
、
３
日
で

で
き
な

い
と
。
わ
ざ
と
対

応
で
き
な
い
状
態
で
指
名

を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　

一
週
間
あ
る
。

土

・
日
も
や
る
べ
き
だ
。

質
　
リ
ー
ス
会
社
が
業
者

を
探
す
に
し
て
も
土

・
日

休

み
だ
。
３
日
あ

る
が
、

設
置
工
事
は
現
場
を
見
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。

総
務
課
長
　
辞
退
し
た
会

社
か
ら
苦
情
は
な
い
。

質
　
逆
に
、
他
の
所
は
対

応
出
来
な
い
と
言

っ
て
い

る
の
に
、
何
故
●
●
リ
ー

ス
は
対
応
出
来
た
の
か
。

松
岡
市
長
　
指
名
の
ル
ー

ル
に
従

っ
て
や

っ
て
い
る
。

何
も
不
正
を
し
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。

質
　
不
正
を
追
求
す
る
時

間
も

ノ
ウ

ハ
ウ
も
な

い
。

執
行
部
が
真
摯
に
回
答

す
れ
ば
良

い
が
、
ま
す
ま

す
疑
間
が
深
ま
る
。

労
働
条
件
に
つ
い
て

質
　
臨
職

。
嘱
託
職
員
の

組
合
加
入
ど
う
考
え
る
。

田
中
人
事
課
長
　
解
雇
ま

た
は
不
利
益
処
分
を
す
れ

ば
不
当
労
働
行
為
に
な
る
。

田中議員
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赤 間 幸 弘 議 員

平成24年度施政方針について

間.住宅政策について

答。若者が入居しやすい

状況をつくりだしたい

質
　
施
政
方
針
の
中
で
市

長
が
実
施
し
た
い
事
業
の

優
先
順
位
は
。

松
岡
市
長
　
全
体
的
に
は

健
全
財
政
の
確
保
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
は
変
わ

ら
な

い
が
、
情
報
基
盤
の

整
備
、
嘉
麻
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ

（Ｐ
Ｒ
）
、
産
業

の
振
興
、
若
者
定
住
、
国

道
３
２
２
号
線
の
整
備
が

中
心
で
あ
る
。

質
　
平
成
１２
年
か
ら
平
成

２２
年
ま
で
の
国
勢
調
査
の

人
口
比
較
と
そ
の
要
因
は
。

福
田
企
画
調
整
課
長
　
平

成
１２
年
か
ら
１７
年
ま
で
で

２
４
４
９
名
の
減
。

１７
年

か
ら
２２
年
ま
で
で
３
３
４

０
名
の
減
と
な

っ
て
い
る
。

自
然
的
現
象

（出
生
、
死

亡
）
は
あ
る
が
、
概
略
と

し
て
平
成
１２
年
か
ら
２２
年

の
１０
年
間
で
０
歳
～
１４
歳

は
微
増
、

１９
歳
～
３４
歳
は

減
、

７４
歳
以
降
は
減
と
な

っ
て
い
る
。
減
数
時
期
を

見
る
と
、
大
学
進
学
や
就

職
の
３
月
に
転
出
す
る
数

が
多
く
な

っ
て
い
る
。

質
　
一景
麻
市
の
人
口
減
少

に
強

い
危
機
感
を
持

っ
て

い
る
。
住
宅
政
策
上
か
ら

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

大
神
住
宅
課
長
　
現
在
３

５
５
６
戸
の
市
営
住
宅
を

管
理
し
、
供
給
過
多
に
な

っ
て
い
る
。
す
で
に
耐
用

年
数
を
過
ぎ
た
住
宅

（８

４
６
一戸
）

に

つ
い
て
は
、

ス
ト

ッ
ク
計
画
に
基
づ
き
、

用
途
廃
止
し
て
取
り
壊
し

て
い
る
。
ま
た
、
払
い
下

げ
る
こ
と
も

一
つ
の
考
え

で
は
あ
る
が
、
国
土
交
通

省
等
の
大
臣
承
認
な
ど
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

質
　
人
口
増
に
つ
な
が
る

施
策
の

一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
若
者
層
就
労
世
帯

向
け
の
住
宅
供
給
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
嘉
麻
市
の
公
営
住

宅
は
非
常
に
多
く
、
老
朽

化
も
し
て
い
る
。
修
理

・

修
繕
に
か
な
り
経
費
が
か

か

っ
て
い
る
。
公
営
住
宅

の
場
合
は
入
居
条
件
が
あ

る
の
で
、
だ
れ
で
も
入
居

で
き

る
状

況

で
は
な

い
。

若
者
層
就
労
世
帯
向
け
の

住
宅
供
給

に

つ
い
て
は
、

特
定
住
宅
を
建
設
し
若
者

が
入
居
し
や
す

い
状
況
を

つ
く
り
出
し
た

い
。

赤間議員

市営住宅

宮 原 由 光 議 員

問。市長は県知事に対し明確に
反対の意思を表明すること

答.市長として、先頭に立って
反対をすることは非常に難しい

質
　
熊
ヶ
畑
地
区
の
産
廃

処
理
施
設
の
拡
張
計
画
は
、

面
積
が
６
倍
、
埋
立
て
容

量
が
１０
倍
と
な
る
大
規
模

な
も
の
で
あ
り
、
市
民
が

将
来
的
に
安
全
で
安
心
な

生
活
保
障
が
得
ら
れ
な

い
。

市
長
は
、
県
知
事
に
対
し
、

強
い
政
治
判
断
で
明
確
に

反
対
の
意
思
を
表
明
す
る

こ
と
。

当
該
産
廃
処
分
場
で
は
、

現
在
、
坑
道
を
通
じ
浸
透

水
が
地
下
水
に
流
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
上
山
田
浄

水
場

の
上
流

に
位
置

し
、

そ
の
水
源
に
は
深
井
戸
が

４
つ
あ
り
、
こ
の
周
辺
に

は
井
戸
が
３‐
ヶ
所
あ
る
。

そ
れ
を
業
者
は
拡
張
申

請
書
に
丼
戸
は
ｌ
ヶ
所
し

か
な
く
、
地
下
水
を
生
活

用
水
等
で
使
用
し
て
い
る

家
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
言

っ
て
い
る
。

松
岡
市

長
　
県
知
事

に
、

市
民
の
不
安
を
取
り
除
き
、

安
全

・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
き
ち
ん
と
対
応
す

る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
る
。

違
法
性
が
あ
れ
ば
先
頭
に

立

っ
て
反
対

で
き

る
が
、

私
の
立
場
と
し
て
先
頭
に

立

っ
て
反
対
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
。

質
　
９
月
の
住
民
説
明
会

で
、
業
者
は
現
在
の
処
理

残
容
量
は
１
０
０
０
ボ
と

一言
っ
た
。

県
保
健
所
に
確
認
の
た
め

測
量
の
要
請
に
行
く
と
県

は

「測
量
を
５
年
に
１
回

実
施
。
産
廃
処
分
場
に
は

測
量
杭
が
あ
り
、
日
視
で

確
認
し
て
い
る
。
経
費
が

か
か
る
の
で
、
上
層
部
と

協
議
し
て
返
事
す
る
」
と

の
回
答
で
あ
る
。

百
々
谷
産
廃
処
分
場
の

よ
う
に
、
確
認
を
怠

っ
た

た
め
に
、
許
可
オ
ー
バ
ー

と
な
り
操
業
停
止
と
な

っ

た
事
例
も
あ
る
。
熊
ヶ
畑

地
区
の
不
法
投
棄
も
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

平
嶋
環
境
課
長
　
県
に
対

し
、
超
過
搬
入
に
な
ら
な

い
よ
う
早
急
に
残
容
量
の

測
定
を
要
請
し
て
い
る
。

質
　
航
空
写
真
を
見
る
と
、

違
反
物
の
タ
イ
ヤ
が
長
期

間
放
置
さ
れ
て
い
る
。

ど

の
よ
う

に
監
視

し
、

ど
う
処
理
さ
れ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
違
法
な
廃
棄

物

に
な
ら
な

い
よ
う

に
、

早
急

に
指
導
す

る
よ
う
、

県
へ
要
請
し
て
い
る
。

宮原議員
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浦 田 吉 彦 議 員

山がお金になる

間.イ ノシシ.シカをハムや

くん製に。そ して竹も

答.竹チップを土壌改良材

として販売

質

　

質

問

に
入

る
前

に
、

最
高
規
範

（嘉
麻
市
自
治

基
本
条
例
）
を
無
視
し
た

松
岡
市
長

の
答
弁
は
、
今

回
は
信
頼

で
き
な

い
の
で
、

市
長

の
答
弁
は
求
め
な

い
。

防
護
柵
は

「受
益
戸
数

が
３
戸
以
上

で
あ
る
」
と

い
う
制
約
が
あ
り
、
最
も

被
害

の
深
刻
な
地
域
が
取

り
残
さ
れ
る
結
果
と
な

っ

て
い
る
。
そ

こ
で
、
市
独

自

の
補
助
を
す

べ
き
。
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ

の

ハ
ム
や

く
ん
製
は

い
つ
作

る
の
か
。

東
日
本

の
大
震
災

で
被

災
さ
れ
た
方

々
の
中

に
は
、

原
発
被
害

の
こ
と
も
あ
り

被
災
地
を
離
れ
、
生
活
し

た

い
と
考
え

て
い
る
方

々

も
多
く
お
ら
れ
る
と
報
道

さ

れ

て

い
る

。

そ

こ

で
、

現
地

に
行
き
、
わ
が
市

の

農
地
や
空
き
家
を
紹
介
し

て
は
ど
う
か
。

松
岡
産
業
振
興
課
長
　
防

護
柵
問
題
は
、
農
地

の
特

性

で
あ
る
水
源

の
涵
養

の

観
点
か
ら
も
重
要
だ
。

そ

こ
で
、
耕
作
放
棄
地

の
協

議

会

を

立

ち

上

げ

、

今

後

、

協

議

し

て

い
く

。

ハ
ム
、
く
ん
製
は
、
さ

っ

そ
く
試
食
品
を
作
り
、
試

食
す
る
。
大
変
な
震
災

で

あ
り
、
現
地

に
行
き
、
新

聞
社
な
ど

の
情
報
も
聞
き

な
が
ら
農
地

や
空
き
家

の

情
報
を
紹
介
し
た

い
。

質
　
竹
チ

ッ
プ

や
本
質

バ

イ
オ

マ
ス

エ
ネ

ル
ギ
ー
問

題
を
聞
く
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
現

在
ま
で
１
万
７
千
雨
の
竹

林
を
整
備
し
た
。
今
ま

で

竹
粉
砕
機
を
利
用
し
た
方

に
負
担
し
て
頂

い
た
利
用

料
を
、

バ
イ
オ
技
術
と

の

提
携

に
よ
り
、
土
壌
改
良

材
と
し
て
販
路
が
確
定
し

た

こ
と

で
、
逆

に
お
返
し

で
き
る
よ
う
な
状
況

に
な

り

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

バ

イ
オ

マ
ス
問
題

に
つ
い
て

は
、
市
内

に
６
カ
所
あ
る

温
浴
施
設

に
、
本
質

バ
イ

オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入

と
、
再
生
可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
研
究
を
す
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

質
　
不
登
校
解
消

に
全
力

を
尽
く
し
て
も
ら

い
た

い
。

棄
野
教
育
長
　
直
接
不
登

校

の
児
童
生
徒

に
か
か
わ

る
体
制
を
強
化
す
る
。

浦田議員

設置された防護柵

１
月
２７
日

・
２
月
１４
日

付
託
案
件
審
査

２
月
７
日

所
管
事
務
調
査

（小
都
市

・宮
若
市
）

２
月
９
日

所
管
事
務
調
査

（市
内
）

３
月
５
日

嘉
穂
地
区
小
学
校
統
合

施
設
整
備

に
関
す

る
事

項

に
つ
い
て

１

月

１６

日

１
月
臨
時
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

２
月
２２
日

３
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

３
月
１５
日

３
月
定
例
会
最
終
日
の

日
程
等

に
つ
い
て

３
月
３０
日

議
長
の
諮
問
に
つ
い
て

１
月
２５
日

・
３
月
２
日

議
会
改
革

に
関
す

る
事

項

に
つ
い
て

１
月
１２
日

・
１
月
２０
日

・

１
月
２４
日

議
会
広
報

の
編
集

説明を受ける民生文教委員 (宮若市 )
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次 回

人 に

嘉
麻
市
議
会

の
議
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正

平
成
２３
年
６
月
に
設
置

さ
れ
、
議
員
全
員
で
構
成

す
る
議
会
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
で
、
議

会
自
ら
が
改
革
を
推
進
し
、

効
率
的
な
議
会
運
営
を
目

指
す
こ
と
に
よ
り
、
地
方

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、

よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
と
す
る
た
め
、
議
員
の

定
数
、
議

員
報
酬

の
額
、

政
務
調
査
費
な
ど
議
会
の

組
織

・
運
営
等
に
関
し
て

７
回
に
わ
た
り
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

議
員
の
定
数

に
つ
い
て

は
、
増
や
す

べ
き
、
も

っ

と
減
ら
す

べ
き
な
ど
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
特
別
委
員
会
で
の
意

見
が
２０
人
で
ま
と
ま

っ
た

の
で
、
本
会
議
最
終
日
に
、

次
回
の

一
般
選
挙
か
ら
２０

人
と
す
る
条
例

の

一
部
改

正
案
が
議
員
か
ら
提
案
さ

れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

財
政
効
果
は

年
間
約
１
２
０
０
万
円

合
併
後
、
議
会
自
ら
が

市
の
財
政
に
寄
与
す
べ
く

平
成
２３
年
に
実
施
さ
れ
た

市
議
会
議
員

一
般
選
挙
よ

り
、
議
員
定
数
を
２６
名
か

ら
２２
名
に
４
名
削
減
し
た

こ
と
で
、
４
年
間
で
約
９

６
０
０
万
円
の
財
政
効
果

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
合

わ
せ
て
、
議
員
定
数
を
２２

名
か
ら
２０
名
に
２
名
削
減

す
る
こ
と
で
、
１
年
間
で

約
１
２
０
０
万
円
、
４
年

間
で
約
４
８
０
０
万
円
の

財
政
効
果
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

福
岡
県
下
２８
市
の
現
状

や
、
す
で
に
政
務
調
査
費

を
廃
止
し
て
い
る
飯
塚

市

・
田
川
市
議
会
の
状
況

も
調
査
し
、
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
政
務
調

査
費
の
不
適
切
な
支
出
が

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
、
全

国
的
に
批
判
的
な
意
見
が

強
く
、
他
市
の
状
況
や
市

民
感
情
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
か

ら
判
断
す
る
と
廃
止
す
べ

き
と
い
う
意
見
、
議
員
と

し
て
資
質
向
上
の
た
め
に

必
要
な
調
査

。
研
究
の
た

め
の
経
費
で
あ
り
、
使
途

の
明
確
化
と
透
明
性
を
高

め
れ
ば
廃
止
す
る
必
要
は

な
い
と
い
う
意
見
、
政
務

調
査
費
を
廃
止
し
て
も
議

員
と
し
て
調
査

・
研
究
の

た
め
の
研
修
費
用
は
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
、
議

員
報
酬
や
委
員
会
視
察
旅

費
と
の
兼
ね
合
い
も
含
め

て
議
論
す
べ
き
な
ど
、
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し一

た
。委

員
会
と
し
て
は
、
今

後
も
慎
重
に
議
論
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

意
見
が
集
約
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
現
在

の
条
例

・

規
則

・
申
し
合
わ
せ
に
従

っ
て
、
政
務
調
査
費
を
交

付
申
請
で
き
る
こ
と
と
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
支
出
し
た
経
費

に
つ

い
て
は
す

べ
て
領
収
書
を

添
付
す
る
こ
と
、
資
産
形

成

に
繋
が
る
よ
う
な
支
出

は
行
わ
な

い
こ
と
も
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

小

委

員

会

を

設

置

し
、

今
後
小
委
員
会
で
の
検
討

を
踏
ま
え
、
議
論
を
進
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

増
や
す
べ
き
、
も

っ
と
減

ら
す
べ
き
な
ど
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

‐８
名
、

１９
名
、

２０
名
、

２‐

名
に
す

べ
き
と
４

つ
の
意

見
に
絞

っ
て
協
議
し
、
最

終
的

に
賛
成
者
が
多
か

っ

た
議
員
定
数
を
２０
名
と
す

る
条
例
案
を
賛
成
者

の
連

名
に
よ
り
、
本
年
３
月
定

例
会
に
提
案
す
る
こ
と
で
、

委
員
会
と
し
て
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の

「議
員
報
酬

５
％
減

額
」
と

い
う
答
申

の
趣

旨

・
精
神
は
尊
重
す
る
が
、

議
員
報
酬
を
５
％
減
額
し

た
場
合
の
１
年
間
で
約
５

６
０
万
円
の
削
減
効
果
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
と
比
較

す
る
と
、
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
て
２０
名
と
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
１
年
間

で
約
１
２
０
０
万
円
と
約

２
倍
の
削
減
効
果
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
議
員
報
酬

の
額
は
現
状
を
維
持
す
べ

き
と
賛
成
多
数
で
決
定
し

ま
し
た
。

副
到
園
珊
目
劇
引
劉
訓
劃
州
別
委
員
会
中
間
報
告
～
抜
粋
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